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(株)日本総合研究所 原油市場展望 2022年10月

原油価格見通し：80ドル台を中心とした展開に 原油

◆現状：１月以来の水準へ下落

９月のＷＴＩ原油先物価格は、月前半に、

①ＯＰＥＣプラスによる減産、②米国の戦

略石油備蓄の減少、③イラン核合意再建協

議の難航などから、一時90ドル台へ上昇。

その後、主要先進国の金融引き締めによ

る景気後退への懸念や、英国の経済政策を

巡る金融市場の混乱を受けて、70ドル台後

半へ下落。月末にかけて、米国のハリケー

ン襲来に伴う供給障害への懸念や米国ガソ

リン在庫の減少などから80ドル前後へ反発。

◆投機筋の買い越し幅は横ばい

投機筋の原油先物の買い越し幅は横ばい。

需要・供給双方の不透明感が強く、方向感

を見極めにくい展開。

◆見通し：横ばい圏の動き

先行きを展望すると、原油価格は振れを

伴いながらも80ドル台を中心とした推移が

続く見通し。当面は、主要国の金融引き締

めにより世界景気が減速するとの懸念が強

く、原油需要の減少が意識されやすい状況。

ただし、①主要産油国の増産ペースは緩や

かにとどまること、②ロシア産原油の供給

を巡る不透明感が根強いこと、などから供

給面の不安も残存。価格上昇・下落双方の

思惑が交錯しやすい地合いが続く見込み。
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トピック：供給不足への懸念はなおも強く 原油

◆ＯＰＥＣプラス減産姿勢に転換

ＯＰＥＣプラスは、９月５日の会合で10

月の原油生産量を日量10万バレル減産する

ことで合意し、これまでの増産方針を転換。

この背景には、世界的なエネルギー需要の

減少見通しが指摘可能。米欧では中央銀行

の利上げが景気を抑制しつつあるほか、中

国ではゼロコロナ政策が景気の重石に。

ＯＰＥＣプラスの原油生産量は目標を200

万バレル近く下回っており、今後生産目標

を引き下げても実際の供給量はそれほど減

少しないとの見方も。もっとも、サウジア

ラビアやイラクなどの主要産油国では、生

産目標の達成率が高く、目標引き下げに伴

い供給量が相応に減少する見込み。

◆原油の供給不足への懸念は残存

ＯＰＥＣプラスの減産以外でも、供給不

足の懸念は残存。10月に米国の大規模な戦

略備蓄放出が終了予定。加えて、年末にか

けてＥＵによるロシア産原油の禁輸も本格

化するため、同国の原油生産を巡る不透明

感は大。原油供給を巡る観測に価格形成が

左右される状況が続く公算大。

加えて、供給不足が在庫の復元を阻害す

る可能性も。ＯＥＣＤ加盟国の原油・石油

製品在庫は依然として2015～19年の過去平

均を大きく下回る水準。22年入り後の増加

分は、概ね米国の備蓄放出量見合いにとど

まる状況。低位な在庫水準が価格の上昇要

因となる可能性あり。
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（注）戦略備蓄の前月からの減少分から算出。
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OPEC加盟国の原油生産目標と達成率
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